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凡例




これは「靑野季吉選集」（昭和二十五年八月二十五日　河出書房刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。








自然生長と目的意識再論







　私は曩に本誌（文藝戰線）に『自然生長と目的意識』と題した一文を發表した。私の說明は簡單であつたが、あれだけでも私の言はうとするところは、ほゞ理解されたと思つてゐた。が、私のあの一文は、不幸にも、多くの理解者よりも、より多くの誤解者を生んだやうである。

　もつとも私の眼にふれた限りでは、あの所論に、正面から反對した人も、あの所論にたいする疑問を發表した人もなかつたやうである。あれはあれとして大體承認した上で、あの所論の適用に於て、私には、多くの理解者よりはより多くの誤解者が見出されたのである。

　先づ私は、その誤解の現れの若干をあげて見る。

　あの所論は、文學作品の上に、社會主義的目的を鮮明に——若くは露骨に——現すことを要求したものだと解した人々があつた。

　又、あの所論は、文學作品の取材の上に、一種の制限を要求して、プロレタリアの政治鬪爭（社會主義鬪爭）を描けと望んだものゝやうに解した人々があつた。

　又、あの所論は、プロレタリアの不滿、憎惡、復讐の自然發生的熱情の作品の内容としての價値を疑つたものであるかのやうに考へた人があつた。

　又、あの所論は、作品の上に、知識要素を過度に要求したものととつた人々があつた。

　が、そのいづれもが、誤れる理解である。それが誤れる理解であるといふことは、あの一文——それは簡單なものであつた——をモウ一度讀み直してもらへば分ると私は信じてゐる。

　あの一文の主旨を簡單に說明するとかうである。プロレタリアの文學運動がなくとも、プロレタリアの文學は生れる。工場や、農村から、文學作品が現れ、プロレタリア化したインテリゲンチヤは、プロレタリアの作品を書かずにはをれない。

　が、それは自然發生的なプロレタリアの文學であつて、尠くともプロレタリアの文學運動ではない。プロレタリアの文學運動は、そのプロレタリアの文學に、社會主義的（眞に全無產階級的）な目的意識を植付けるものでなくてはならぬ。言ひ換へると、自然發生的なプロレタリア文學の現れた諸〻のイデオロギーの混入——そこにはブルジョアジーのそれや、プチ・ブルジョアジーのそれ、否、中世的なそれさへあることは、事實が證明してゐる。——を批評し、整理し、社會主義的意識へと組織しなければならぬ。それが第二の鬪爭期に入つた任務である、と言ふのであつた。

　これで觀ても分る通り、私のあの場合の所論は、プロレタリア文學運動の標的を、今日の段階に適應して、新しく闡明したまでであつて、決して、あのまゝ個々のプロレタリア文學作品に、適用さるべき形のものでも、性質のものでもなかつたのである。あれを個々の作品に適用する場合には、そこに出來得る限りの彈力性の加へらるべきことは、旣にあの論文で示唆されてゐたと、私は信ずるのである。

　それが文學作品である以上、人間——プロレタリアート——の感覺と感情とに訴へるものでなければならぬ。これこそ、人間は生きるためには物を食はねばならぬといふと同樣時間と空間とを超越した事實である。私はプロレタリア作家に、目的意識の把握を要求しこそしたが、その文學的約束を無視せよとは言はなかつた筈である。そんなことを言つたとすれば、それこそ文學的分野での要求ではなくなる。

　プロレタリア文學にたいして、取材の上で、何等かの制限を要求することは、プロレタリア文學そのものゝ自殺を要求することを意味する。現在の日本の無產階級運動が、政治鬪爭の段階に入つてゐることは事實であるが、政治鬪爭の舞臺をのみ題材に選べといふことは、意味をなさない。第一に、政治鬪爭、政治的暴露とは何であるか、單にブルジョアジーの意味する、『政治』的方面での鬪爭や暴露だけではない。プロレタリアの政治的鬪爭政治的暴露とはブルジョアジーの一切の意識形態にたいする鬪爭、その正體の暴露を意味するのである。その舞臺は決して、狹い謂ゆる『政治』的のそれのみではない。プロレタリア作家にたいする目的意識の要求が、謂ゆる『政治鬪爭』への題材の制限を要求するものでないのは、それで分ると思ふ。

　私は、あの一文で、明白に、プロレタリアの自然生長、その自然生長の表現たるプロレタリアの文學と、プロレタリア文學運動との關係を述べておいた。私は決して、プロレタリアの自然生長的な感覺及び感情の、作品内容としての價値に疑ひをかけもしないし、それがなくとも、目的意識さへあればよいといふやうな無茶を言つた覺えはない。

　プロレタリアの不滿、憤怒、憎惡が、すべての基礎である。それなくしてプロレタリアの意識の目醒め得ないのは言ふまでもない。が、私は、たゞその感情、その感覺を出しただけでは、自己滿足にとどまると言つたのである。おまけにそれは、曩にも言つたやうに多くの場合、他の階級、他の時代の諸イデオロギーが混入されてゐるのである。これを否定は出來ないであらう。それではいけないと言つたのである。それでいゝならば、およそプロレタリア文學運動は不必要である。

　（こゝで一寸揷話的に述べておき度い。あの一文の主旨は、あの小考を書く半年ばかり前から考へてゐたものだつたが、書き下す直接の動機は、『純粹』の農民の詩として若干の人々から推賞された詩集の寄贈をうけて、それを繰返し讀んだ結果であつた。なるほどそこには田園が歌はれてゐた。農民の感情も、すなほに出てゐなかつたとは言はない。しかしそこには作者自身の氣のつかない中世的イデオロギーや、槪念的な田園讃美が、平氣で歌はれてゐたのである。私には自然發生的產物におけるこの混入物、それは感覺となり感情とまでなつたところの、この混入物が眼について仕方がなかつたのである。それで、もつと考へ定める筈だつたあの小考を『急いで』書き下してしまつたのであつた）

　私は自然生長的のプロレタリアの文學では仕方がないと言つた。しかし自然生長的の不滿や、憤怒や、憎惡の批評、整理、組織の要求は、決して、それらの要素の價値を疑ふ所以でもなければ、その稀薄化を求める所以でも、斷じてないのである。その批評、その整理、その組織を通じて、不滿や、憤怒や、憎惡が、眞に沈潜した、中心をもつた不滿となり、憤怒となり、憎惡となる。重要なのはそこである。諸〻の混入せるイデオロギーが艾除されて、眞のプロレタリアの不滿や、憤怒や、憎惡が、その赴く可きところへ赴くのは、決してそれらの感情の價値の引下しでもなければ、それの稀薄化の要求でもないと思ふ。

　たゞ私は、レーニンが說いてゐるやうに、プロレタリアの自然生長には、一定の局限があると信じてゐる。プロレタリアの不滿や、憤怒や、憎惡は、そのまゝで放置されては、決して充分に批評され、整理され、組織されるものではない。卽ち社會主義的意識は、外部からのみ注入されるものであると信ずる。我々のプロレタリア文學運動は、文學の分野での、その目的意識の注入運動であると私は信ずるのである。

　であるが故に、與へられたプロレタリア作品にたいして、錐の如き眼差をもつて、目的意識を搜すことは、當面に意味がないと言つてよい。プロレタリアの批評は、その作品に現れた、自然發生的の感覺や感情を、ヨリ統一され、目的意識の注入によつて、ヨリ深刻なものにす可く努力しなければならぬ。

　或る人々は、私のあの所論を、プロレタリアの作品にたいして、知的な要素を要求するものだとしてゐる。私はブルジョアジーの作家達が藝術作品に於て、極端に知的要素を排斥することを、彼等の階級主觀性の現れとして攻擊してゐる。而して、プロレタリア文學は、その如きブルジョアジーの藝術觀に何等囚はれる要はない、と常に說いてゐる。が、しかし私は、そのために抗議される理由はないと信じてゐる。いかに私が藝術作品に知的要素を肯定したところで、形𧰼の言葉たる文學の約束を越えた要求はしない。寧ろヨリ多く作家の心構への上の問題として說いてゐるのである。

　これでほゞ『自然生長と目的意識』から生じた平面的な誤解は、解けたと思ふ。しかしまだ問題はどつさり殘つてゐる。それが說かれねば、十分に腑に落ちないことを、私は知つてゐる。

　が、繰返して言ふやうにプロレタリア文學運動は、目的意識を植付ける運動である。この運動の進行は我々のために殘された多くの問題を解いてくれるであらうし、十分に腑に落ちるまで、具體化させてくれるであらう。

　またさうしなければならぬ。
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